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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。

＜議事内容＞

1.褥瘡発生者の確認
2.勉強会
3.意見交換
1.褥瘡発生者の確認

　東病棟　
　・鈴木　徳美様～R2.7.9　仙骨部発生　10点
　　　　　　　　　処置：イソジン消毒+アズノール軟膏+ガーゼ保護
R2.7.9　右踵部発生　19点
　　　　　　　　　処置： ブロメライン軟膏+ガーゼ保護
・下野　和生様～R2.7.30 左大転子部発生　13点

　　　　　　　　　処置：ゲーベンクリーム+ガーゼ保護
現在褥瘡者　2名
　南病棟　
・甲地　茂子様～R2.4.20　左腸骨部発生　14点➝8点　

　　　　　処置：テラマイシン+ソフラチュール+ガーゼ保護


　　　　　食事：経管栄養（ラクフィア　2-1-2）
・佐々木　由一様～R2.6.8　仙骨部発生　23点→34点


　　　　　　処置：ブロメライン軟膏+ラップ保護




　　　　　　食事：粥（ハーフ食）キザミ




　　　　　　ブリックゼリー1日2本（2/3-2/3-2/3）　数口～2/3




　　　　　　点滴2本+抗生剤点滴3本


現在褥瘡者　2名
　西病棟　
現在褥瘡者　なし
　北病棟　

現在褥瘡者　なし

　南山苑　

・柳杭田　かつ子様～H31.3.4　背部発生　7点　良性肉芽90％以上。ポケットなし。

　　　　　　　　　　　処置：ゲンタマイシン軟膏+イソジンシュガー+ガーゼ保護+テーピング療法
食事：経管栄養（朝CZ2-昼MA1-夕MA2）

　現在褥瘡者　　1名

　南寿の里　

現在褥瘡者　なし

　南風苑　
　現在褥瘡者　なし
2.勉強会

褥瘡予防：本川沙織さん
資料は勉強会資料のフォルダを参照して下さい。
3.意見交換

病院：褥瘡予防診療計画書の再評価時期について
・ADLが変化した時
・1ヶ月毎（ADLの低下が認められた場合）
・転入時（に確認し、入院から転出までに期間があき、ADLにも変化があれば作成する）
・褥瘡発生時（東から南への転入時はADL的に大きな変化はない、西や北への転出時は褥瘡に繋がるADL
の低下は少ない為）
　⇒意見を元に、褥瘡発生時は再度褥瘡予防診療計画書の作成をする事にします。

施設：褥瘡予防の取り組みについて
・定時の体位変換の他、入所者の皮膚状態や一般状態に合わせて都度体圧分散マットレスの使用者を検討
・オムツ交換・入浴時に皮膚状態を観察し、異常時は早期に軟膏処置や保護テープを貼って対応
・ADLが低下した入所者は体位変換メンバーに加える
・体位変換が必要な場合は体位変換表をベッドサイドに貼り、全スタッフがメンバーを把握する
　（表には発赤や皮膚剥離等の発生部位を入力し、禁止体位も把握できるようにしてある）
・皮膚状態の情報共有
・発赤時は圧迫して皮膚が戻ればワセリン塗布
・体交、低反発マットやクッション、小枕使用
次回の委員会は9月1日（火）16:00から病院2階会議室で開催予定です。

